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第
27
回
お
お
さ
か
の
自
治
体
学
校
は
、
４
月

７
日
、「
情
報
は
誰
の
も
の
～
知
る
権
利
、
参

加
す
る
権
利
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
40
人
が
参
加
、
大
阪
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
の
藤
永
の
ぶ
代
さ
ん
の
経
験
と
実

践
を
踏
ま
え
た
問
題
提
起
と
、
忠
岡
町
・
枚
方

市
で
の
実
践
報
告
を
受
け
、
分
散
会
で
意
見
交

換
や
運
動
交
流
。
そ
の
後
、
２
月
府
議
会
で
成

立
し
た
「
基
礎
自
治
機
能
の
充
実
及
び
強
化
に

関
す
る
条
例
」
の
議
論
過
程
や
そ
の
狙
い
な
ど

に
つ
い
て
、
大
阪
経
済
大
学
の
柏
原
誠
先
生
か

ら
、
緊
急
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■�「
情
報
は
誰
の
も
の
？
」　�

藤
永
さ
ん
の
問
題
提
起
は

大
阪
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
藤
永
さ
ん

は
、「
情
報
は
だ
れ
の
も
の
？
～
さ
さ
や
か
な

経
験
か
ら
」
と
題
し
、
藤
永
さ
ん
自
身
の
市
民

運
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
が
生
活
協
同
組
合

づ
く
り
の
運
動
だ
っ
た
こ
と
を
語
っ
た
上
で
、

具
体
的
に
住
民
と
し
て
の
権
利
行
使
運
動
に
足

を
踏
み
出
し
た
の
は
、
１
９
８
９
年
11
月
、
大

阪
市
の
財
政
局
課
長
代
理
の
自
殺
未
遂
を
き
っ

か
け
に
露
呈
し

た
公
金
詐
取
事

件
。「

大
阪
市
役

所
の
幹
部
と
議

員
が
、
一
日
３
０
０
万
円
も
の
市
民
の
税
金
を

飲
み
食
い
や
私
的
に
流
用
し
て
た
！
」「
一
体

何
や
の
ん
！
」
怒
り
が
全
身
を
駆
け
巡
り
行
動

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
で
も
、
怒
り
は
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
変
化
に
結
び
つ
け
る
方
策
は
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
住
民
が
持
っ
て
い
る
政
治

へ
の
直
接
参
加
の
方
策
を
学
ぼ
う
と
、
名
古
屋

大
学
名
誉
教
授
の
室
井
力
（
む
ろ
い
つ
と
む
）

先
生
（
故
人
）
の
著
書
を
す
み
か
ら
す
み
ま
で

読
み
尽
く
し
、
弁
護
士
会
の
集
会
で
聞
い
た
戦

後
ア
メ
リ
カ
で
〝
民
衆
の
弁
護
士
〟
と
呼
ば
れ

た
ア
ー
サ
ー
・
キ
ノ
イ
弁
護
士
の
言
葉
「
権
利

は
求
め
る
者
に
こ
そ
与
え
ら
れ
る
」
に
も
勇
気

づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
市
民
１
万
２
０
０
０
人
に

よ
る
「
住
民
監
査
請
求
」
や
関
係
す
る
資
料
の

「
情
報
公
開
請
求
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
架
空
の
ナ
イ
ト
ラ
ウ
ン
ジ
や
パ
ブ
の
飲
み

食
い
代
」「
エ
ル
メ
ス
の
ベ
ル
ト
」「
マ
ン
シ
ョ

ン
の
頭
金
」…
…
市
民
の
税
金
を
私
的
に
流
用
し

て
い
た
領
収
書
が
続
々
。
そ
れ
を
自
治
体
幹
部

が
黙
っ
て
支
出
命
令
書
に
ハ
ン
コ
を
押
し
て
い

た
事
が
明
ら
か
に
。「
私
的
流
用
を
返
還
せ
よ
」

と
市
民
２
５
０
０
人
が
原
告
と
な
っ
て
訴
訟
を

起
こ
し
、
数
年
後
に
勝
利
和
解
。
市
民
の
声
が

長
期
保
守
政
権
の
不
正
を
暴
き
、
一
部
で
す
が

返
還
さ
せ
る
と
い
う
到
達
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
た
た
か
い
を
始
め
、
30
年
に
わ
た
っ
て
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カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
の
問
題
点
」
に
つ
い
て
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
２
つ
の
実
践
報
告

　

�

忠
岡
町
で
の
巨
大
産
廃
焼
却
施
設
誘
致
に�

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
を

忠
岡
町
で
は
、
ゴ
ミ
焼
却
に
関
わ
っ
て
、

「
周
辺
自
治
体
と
の
広
域
で
処
理
」
と
い
う
選

挙
公
約
を
町
長
が
突
然
覆
し
、
一
日
に
２
２
０

ト
ン
も
の
処
理
能
力
を
持
つ
民
間
の
巨
大
産
廃

焼
却
施
設
誘
致
を
「
公
民
連
携
」
の
名
で
行
う

と
し
た
こ
と
で
、
忠
岡
町
の
み
な
ら
ず
周
辺
自

治
体
で
も
住
民
の
不
安
の
声
が
巻
き
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

町
民
の
家
庭
か
ら
の
一
般
ゴ
ミ
は
１
日
20
ト

ン
で
こ
ん
な
巨
大
施
設
は
不
要
。
ま
た
、
一
日

１
８
０
ト
ン
も
の
産
廃
ゴ
ミ
を
周
辺
か
ら
運
ん

で
く
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
排
ガ
ス
、
さ
ら
に
は

一
日
２
０
０
ト
ン
も
の
産
廃
焼
却
に
よ
る
排
ガ

ス
な
ど
、
そ
の
影
響
は
泉
州
地
域
全
域
に
及
び

ま
す
。

こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
「
選
挙
公
約
を
変
更

し
、
公
民
連
携
と
し
た
経
緯
が
わ
か
る
一
件
書

類
」や「『
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
専
門
部

会
委
員
』
の
任
命
経
緯
」
に
つ
い
て
、
情
報
公

開
請
求
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
「
文
書

不
存
在
」。
徹
底
し
た
情
報
隠
し
の
姿
勢
で
す
。

今
、「
忠
岡
町
の
巨
大
産
廃
焼
却
施
設
誘
致

を
考
え
る
会
」
と
し
て
、
忠
岡
町
か
ら
の
情
報

開
示
を
求
め
る
と
と
も
に
、
周
辺
自
治
体
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
署
名
運
動
や
宣
伝
を
強
め
「
い

っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
再
考
を
」
の
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

■�

枚
方
市
の
「
市
庁
舎
建
て
替
え
」
に
関
わ
る

市
民
か
ら
の
政
策
提
起
の
運
動

枚
方
市
で
は
、
築
60
年
以
上
と
な
る
駅
前
の

現
市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
当
た
り
、
市
は
新
庁

舎
を
駅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
移
し
、
跡
地
を
マ

ン
シ
ョ
ン
や
大
規
模
商
業
施
設
な
ど
民
間
事
業

者
に
売
却
す
る
と
い
う
、
経
済
効
果
最
優
先
の

駅
前
再
開
発
事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
市
の
計
画
は
民
間
資
本
の
開
発
を

含
み
10
年
以
上
に
渡
る
計
画
。
す
で
に
当
初
の

ア
リ
ー
ナ
は
計
画
か
ら
消
え
る
な
ど
迷
走
し
て

お
り
期
間
が
か
か
る
こ
と
、
総
事
業
費
や
市
の

負
担
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
市
民
に
と
っ
て

市
役
所
が
遠
く
な
る
と
い
う
も
の
。

枚
方
で
は
「
枚
方
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
学
習
運
動
や

市
役
所
を
囲
む
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
実

施
、
ビ
ラ
配
布
な
ど
の
行
動
を
行
う
と
と
も

に
、「
新
建
築
家
集
団
大
阪
支
部
」
の
協
力
も

得
て
、
単
に
反
対
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
、

「
早
い
！
安
い
！
便
利
！
」
な
市
役
所
建
て
替

え
計
画
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

「
住
民
の
市
政
へ
の
直
接
参
加
」
の
運
動
を
進

め
て
こ
ら
れ
た
藤
永
さ
ん
。
運
動
の
中
で
大
事

に
し
て
き
た
事
に
つ
い
て
、

①　

憲
法
・
地
方
自
治
法
は
市
民
の
味
方
、
だ

か
ら
諦
め
な
い
、
変
に
オ
ト
ナ
に
な
ら
な
い
。

②　

情
報
公
開
請
求
の
制
度
は
住
民
の
宝
、
大

事
に
積
極
的
に
活
用
す
る
。

③　

地
方
自
治
体
の
役
割
は
「
住
民
・
滞
在
者

の
安
全
と
健
康
と
福
祉
を
守
る
こ
と
」、
新
自

由
主
義
の
首
長
が
口
に
す
る
「
住
民
は
株
主
」

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
！
住
民
は
主
権
者
だ
。

④　

職
員
は
「
住
民
全
体
の
奉
仕
者
」。
自
治

体
の
中
に
も
良
心
的
な
職
員
は
た
く
さ
ん
い

る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
内
と
外
で
連
帯
す
る
こ
と

が
可
能
だ
し
、
大
事
。

⑤　

冨
田
宏
治
先
生
の
言
葉
…
…
「
公
共
財
と

し
て
の
自
治
体
情
報
」。
そ
う
だ
！
国
・
自
治

体
の
情
報
は
国
民
・
市
民
の
も
の
。
役
所
に
預

け
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
自
治
体
に
は
情
報
を

整
理
・
保
管
・
提
供
す
る
責
任
が
あ
る
。
だ
か

ら
「
文
書
不
存
在
」
な
ん
て
許
さ
な
い
。

⑥　

自
治
体
の
具
体
の
施
策
に
も
の
申
す
時

は
、
徹
底
し
て
自
治
体
の
発
信
・
保
管
す
る
情

報
を
使
っ
て
追
及
し
て
い
く
こ
と
。

な
ど
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
後
半
で
は
、
こ
う
し
た
情
報
公
開
の

制
度
や
、
公
開
さ
れ
た
行
政
情
報
を
活
用
し
、

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
夢
洲
で
の
万
博
、
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は
減
ら
し
て
乗
り
入
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
太

子
町
で
は
時
間
に
よ
っ
て
は
乗
り
継
ぎ
が
必
要

と
な
り
、
曜
日
に
よ
り
バ
ス
代
が
４
倍
に
な
る

こ
と
も
。

○
藤
永
さ
ん
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
自
治
体

職
員
が
住
民
と
連
携
し
て
情
報
を
公
開
さ
せ
る

取
り
組
み
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

な
ど
、
短
時
間
で
し
た
が
密
度
の
濃
い
交
流
が

で
き
ま
し
た
。

■
柏
原
誠
先
生
か
ら
の
緊
急
報
告

最
後
の
報
告
と
し
て
、
大
阪
経
済
大
学
の
柏

原
誠
先
生
よ
り
、
本
年
３
月
22
日
に
府
議
会
本

会
議
で
可
決
さ
れ
た
「
大
阪
府
基
礎
自
治
機
能

の
充
実
及
び
強
化
に
関
す
る
条
例
」
に
関
わ
っ

て
、
そ
の
背
景
や
問
題
点
に
つ
い
て
、
緊
急
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
５
月
以
降
の
府
議
会
「
特
別
委
員
会
」

の
経
過
や
、
少
数
会
派
を
排
除
し
た
特
別
委
員

会
の
構
成
な
ど
に
関
わ
っ
て
は
、『
お
お
さ
か

の
住
民
と
自
治
４
月
号
』
に
柏
原
先
生
が
執
筆

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
点
で
は
、「
条
例

案
」
の
詳
細
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
場
で

の
緊
急
報
告
と
な
っ
た
も
の
で
す
。３

月
22
日
に

可
決
さ
れ
た

「
条
例
」
は
、
人

口
減
少
に
よ
る

市
町
村
の
財
政

■
分
散
会
で
の
意
見
交
換
や
交
流
で
は

問
題
提
起
と
実
践
報
告
を
受
け
て
、
２
つ
の

分
散
会
で
、
感
想
や
報
告
の
補
強
、
地
域
で
の

運
動
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
忠
岡
町
と
産
廃
事
業
者
と
の
間
に
す
で
に
基

本
協
定
が
結
ば
れ
て
お
り
、
今
年
度
で
「
実
施

協
定
」
を
行
う
予
定
。
今
年
10
月
の
町
長
選
挙

の
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

○
基
本
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
の
に
「
文
書
不

存
在
」
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
。

○
枚
方
で
の
こ
の
間

の
市
民
運
動
が
、
市

議
会
で
の
各
党
の
対

応
を
変
化
さ
せ
て
い

る
。
国
や
府
も
関
わ

っ
た
再
開
発
事
業
で

あ
り
、
そ
の
意
思
決

定
過
程
に
つ
い
て
、

情
報
公
開
請
求
中
。

○
府
下
の
学
童
保
育

で
民
間
委
託
が
進
ん

で
い
る
が
、
委
託
料

の
決
算
報
告
を
求
め

ず
渡
し
切
り
と
い
う

所
も
。

○
南
河
内
で
は
、
金

剛
バス
路
線
撤
退
後
、

南
海
と
近
鉄
が
本
数

基
盤
の
弱
体
化
や
組
織
体
制
の
維
持
の
困
難
と

い
う
課
題
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
、
従
来
の

行
革
や
広
域
連
携
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
市

町
村
合
併
も「
対
応
策
」に
加
え
る
と
い
う
も
の
。

柏
原
先
生
か
ら
は
、
条
例
の
内
容
の
紹
介
の

う
え
、
現
時
点
で
の
評
価
と
し
て
、

①　

条
文
を
通
じ
て
市
町
村
に
何
ら
か
を
強
制

し
た
り
規
制
し
た
り
す
る
影
響
は
大
き
く
な
い

②　

し
か
し
、
大
阪
府
に
常
設
の
「
基
礎
自
治

機
能
強
化
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
本
部
長

に
知
事
が
就
く
こ
と
や
、「
技
術
的
助
言
」
に

と
ど
ま
ら
な
い
支
援
を
規
定
し
た
こ
と
で
、
市

町
村
に
圧
力
を
か
け
る
も
の

③　

条
例
制
定
過
程
に
府
下
市
町
村
の
参
加
が

不
十
分
で
あ
り
、
関
与
も
不
明
確
で
あ
る
こ
と

④　

加
え
て
、「
財
政
措
置
」
が
謳
わ
れ
、
従

来
か
ら
の
市
町
村
振
興
補
助
金
に
つ
い
て
、
増

額
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
市
町
村
の
自
律
を
損
な
う
よ
う
な

運
用
が
行
わ
れ
な
い
か
、
監
視
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
の
条
例
制
定
の
経
過
と
並
行
し

て
、
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
の
首
長

と
府
市
町
村
局
で
構
成
す
る
「
南
河
内
地
域
２

町
１
村
未
来
協
議
会
」
が
す
で
に
昨
年
末
に
は

「
中
間
報
告
」
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基

礎
自
治
体
の
あ
り
方
は
も
ち
ろ
ん
、
南
河
内
地

域
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
運
動
を
つ
く
る

柏原誠先生

分散会の様子



4おおさかの住民と自治　　2024年 ６ 月号

2024年6月15日発行（毎月15日発行）通巻第547号
1994年2月28日第3種郵便物認可　ISSN0919-7680

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
学
校
長
で
あ

る
立
命
館
大
学
の
森
裕
之

先
生
に
よ
る
ま
と
め
で
は
、

情
報
公
開
制
度
の
重
要
性

と
と
も
に
、
活
用
す
る
上

で
の
私
た
ち
の
構
え
が
藤

永
さ
ん
の
豊
富
な
経
験
か

ら
語
ら
れ
た
こ
と
、
併
せ

て
自
治
体
の
役
割
は
、

「
住
民
に
と
っ
て
の
社
会

的
価
値
を
確
立
す
る
」
こ

と
と
「
予
算
の
配
分
と
運

用
で
事
業
を
動
か
す
」
こ

と
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
問

題
で
あ
り
、
地
域
政
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
柔
軟

に
、
熟
議
の
上
で
合
意
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

の
た
め
に
も
自
治
体
の
持

つ
情
報
を
可
能
な
限
り
公

開
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（�

大
阪
自
治
体
問
題
研
究

所
事
務
局
長 

猿
橋�

均
）

一般社団法人 大阪自治体問題研究所一般社団法人 大阪自治体問題研究所
第53回定期会員総会を開催します第53回定期会員総会を開催します（ご案内）（ご案内）

一般社団法人　大阪自治体問題研究所　理事長　梶　哲教
大阪研会員の皆様におかれましては、地域で職場でご活躍のことと存じます。
また、一昨年以来、自治体問題研究所（全国研）を財政破綻から立て直す取り組みとして、「緊

急 １千万円カンパ」や、機関誌『住民と自治』誌の価格改定による大阪研の会費改定などに、皆様
の大きなお力をお寄せいただいたことに、心よりお礼申し上げます。
今、地域では少子高齢化の進行やそれへの対応をめぐる自治体間格差の拡大が大きな問題となっ

ています。また大阪では、住民への財政負担や安全確保など、様々な問題点が浮上した「夢洲での
万博・カジノ・ＩＲ」という政策にしがみつく維新勢力への批判が高まりつつあります。
「住民福祉の向上」いう自治体本来の役割とともに、その役割を果たさせるうえでの住民参加・
住民自治の仕組みと運動を拡げることが求められており、大阪自治体問題研究所も、その一翼を担
うことが重要な役割だと痛感しています。
さて、第53回定期会員総会を、一般社団法人大阪自治体問題研究所定款の規定に基づき、下記の

内容で開催させていただきます。ぜひ、会員の皆様のご参加をお願いいたします。

記

○　日　時　　2024年 ６ 月22日（土）13：00開場　13：30開会
○　会　場　　�大阪グリーン会館 ２階大ホール　会場でのリアル参加をお願いします。
○　議　案　　第 １号議案　「2023年度事業報告」�

　　　　　　　　第 ２号議案　「2023年度貸借対照表及び損益計算書について」�
　　　　　　　　　　　　　　（資料）2024年度事業計画及び2024年度予算
　　　　　　　　第 ３号議案　「�2024年度・2025年度大阪自治体問題研究所�

理事・監事の選任について」
　　　　　　　　※�会員の皆様への総会事前配布議案は『おおさかの住民と自治・総会特集号』として同封させて

いただきます。併せて「議決権行使兼委任状」の葉書につきましては、大変あわただしいこと
とは存じますが、 ６月14日までに到着するよう、内容記入の上、投函をお願いします。

○　本年の総会終了後、大阪自治体問題研究所創立50年記念講演と、懇親会を予定しています。
　　記念講演　大阪での維新政治のたたかいと到達点について（仮題）
　　　　　　　講師　奈良女子大学名誉教授　自治体問題研究所理事長　中山　徹先生
　　懇親会　　記念講演終了後、同会場で行います。（有料です）


